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1都 5県の高等学校運動部所属の男女 978名（高校 1年生～3年生，男子 813名，女子 164名，
性別無記名 1名）を対象に 2008年 6月下旬～9月上旬に質問紙調査を実施した．競技種目は球技




































生徒に回答を求めた．これらの項目は，The Sport Motivation Scale（SMS: Pelletier et al., 1995）もと




























確認を行った．オーバーコミットメントにおいては，性による有意な主効果が確認され (F (1, 969) 
= 6.84, p < .01)，女子のほうが男子よりも有意に高かった．また，自律的動機においては，学年よ
る有意な主効果が確認され (F (2, 969) = 4.78, p < .01)，多重比較（Bonferroni法）の結果，1年生の




学年 1年生 2年生 3年生 1年生 2年生 3年生
下位尺度 [n ] [347] [332] [132] [80] [66] [18]
M 3.17 3.04 3.04 3.40 3.30 3.20 6.84 ** n.s. n.s.
（SD ） (0.79) (0.89) (0.84) (0.74) (0.81) (0.76)
M 3.94 3.77 3.79 4.09 4.00 3.71 n.s. 4.78 ** n.s.
（SD ） (0.70) (0.72) (0.65) (0.57) (0.59) (0.58)
M 2.99 2.97 3.10 2.97 2.91 2.75 n.s. n.s. n.s.







































オーバーコミットメントと自律的動機においては，性による有意な主効果が確認され (F (1, 906) 
= 11.80, 6.76, p < .001, .01)，いずれも女子のほうが男子よりも有意に高かった．また，他律的動機
においては，競技水準（部内）による有意な主効果が確認された ( F (2, 906) = 3.29, p < .05)．競技
水準（部内）に対する多重比較（Bonferroni 法）の結果，レギュラーおよび準レギュラーの生徒





1.レギュ 2.準 3.非 1.レギュ 2.準 3.非
下位尺度 [n ] [263] [184] [325] [69] [28] [43]
M 3.23 3.03 3.00 3.42 3.35 3.32 11.80 *** n.s. n.s.
（SD ） (0.84) (0.84) (0.80) (0.83) (0.78) (0.71)
M 3.97 3.87 3.73 4.02 4.04 4.01 6.76 ** n.s. n.s.
（SD ） (0.65) (0.71) (0.70) (0.66) (0.54) (0.49)
M 3.10 3.06 2.88 2.90 3.13 2.84 n.s. 3.29 * n.s.














注）　*** p  < .001，　** p  < .01， * p  < .05





























結果より，オーバーコミットメントと自律的動機において交互作用が確認された(F (2, 915) = 
3.91, 3.01, p < .05, .05)．そこで単純主効果の検定を行ったところ，オーバーコミットメントと自律
的動機ともに，都県大会の場合に，女子のほうが男子よりも有意に高かった (F (1, 915) = 21.29, 
12.58, p < .001, .001)．また男子の場合，オーバーコミットメントと自律的動機は全国大会水準の
部活動の生徒のほうが地区大会および都県大会水準の部活動の生徒よりも有意に高かった (F (2, 




1.地区 2.都県 3.全国 1.地区 2.都県 3.全国
下位尺度 [n ] [264] [413] [95] [48] [96] [5]
M 3.08 3.02 3.57 3.23 3.45 3.07 － － 3.91 *
（SD ） (0.83) (0.81) (0.84) (0.87) (0.73) (0.55) 都県：男子＜女子　/　男子：地区,都県＜全国
M 3.84 3.80 4.13 3.96 4.07 3.66 － － 3.01 *
（SD ） (0.72) (0.69) (0.58) (0.63) (0.54) (0.94) 都県：男子＜女子　/　男子：地区,都県＜全国
M 2.92 3.03 3.13 2.97 2.95 2.65 n.s. n.s. n.s.
（SD ） (0.74) (0.75) (0.87) (0.65) (0.70) (1.11)
　　　1= 地区大会水準, 2= 都県大会水準, 3= 全国大会水準
オーバーコミットメント





































オーバーコミットメントにおいては，競技種目と性による有意な主効果が確認された (F (1, 973) 
= 4.46, 12.98, p < .05, .001)．競技種目については，個人競技よりも集団競技のほうが有意に高く，
性については女子のほうが男子よりも有意に高かった．自律的動機においては性による有意な主








競技種目 集団種目 個人種目 集団種目 個人種目
下位尺度 [n ] [589] [224] [94] [70]
M 3.13 3.00 3.42 3.24 12.98 *** 4.46 * n.s.
（SD ） (0.82) (0.88) (0.76) (0.77) 集団種目＞個人種目
M 3.85 3.84 4.02 4.01 7.55 ** n.s. n.s.
（SD ） (0.68) (0.76) (0.56) (0.62)
M 3.01 2.97 2.93 2.91 n.s. n.s. n.s.
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